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今月の主な内容
全国川サミットin揖斐川 ２
いびがわの祭り ４
鉄道に乗ろう／コミュニティバススタート ５
まちの話題 ６
生涯学習の広場 １０
幼児園・保育園入園案内 １８
北方奥郷ハイツ入居者募集 ２０
Information Room ２３

表紙写真 徳山ダムふるさと湖底コンサート

広報



第
１５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
揖
斐
川

開
催

第
１５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
揖
斐
川
が
、
７
月
２８
日
（
金
）
か
ら
３０
日
（
日
）
に

か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
内
に
は
町
内
各
地
で
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
は
揖
斐
川
町
を

含
め
９
市
区
町
村
、
揖
斐
川
流
域
か
ら
は
１２
市
町
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
（
参
加
９
自
治
体
）

北
海
道
む
か
わ
町
、
東
京
都
江
戸
川
区
、
岐
阜
県
白
川
町
、

兵
庫
県
加
古
川
市
、
兵
庫
県
猪
名
川
町
、
兵
庫
県
た
つ
の
市
、

奈
良
県
十
津
川
村
、
宮
崎
県
北
川
町
、
岐
阜
県
揖
斐
川
町

揖
斐
川
流
域
市
町
（
参
加
１２
自
治
体
）

大
垣
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣
市
、
海
津
市
、
養
老
町
、
垂
井
町
、

関
ヶ
原
町
、
神
戸
町
、
輪
之
内
町
、
安
八
町
、
大
野
町
、
池
田
町

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
と
は
…

全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
は
一
級
河
川
の
名
を
名

称
に
す
る
市
区
町
村
や
、
一
級
河
川
に
ゆ
か

り
の
あ
る
市
区
町
村
が
全
国
か
ら
集
い
、
川

に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
川
と
流
域

と
の
関
わ
り
や
、
次
代
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
探
り
、
河
川
愛
護
の
精
神
を
共
有
す
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
（
第
１４
回
）
は
兵
庫
県
猪
名
川
町
で

開
催
さ
れ
、
来
年
（
第
１６
回
）
は
、
東
京
都

江
戸
川
区
を
事
務
局
と
し
た
荒
川
下
流
域
２

市
７
区
の
共
同
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
１５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
揖
斐
川

〜
河
川
愛
護
の
集
い
〜

「
川
面
に
暮
ら
し
川
と
と
も
に
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
２９
日
（
土
）
に
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
の
下
垣
真
希
さ
ん
に
よ
る
「
河
川
愛
護

の
ト
ー
ク
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
坂
内
小
学

校
、
久
瀬
小
学
校
、
揖
斐
川
中
学
校
の
生
徒
児
童

に
よ
る
「
河
川
研
究
事
例
発
表
」
や
、
兵
庫
県
猪

名
川
町
に
よ
る
「
河
川
取
組
事
例
の
発
表
」
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
連
絡
協
議
会
を
代
表
し

て
、
揖
斐
川
町
長
が
５
項
目
か
ら
な
る
「
サ
ミ
ッ

ト
宣
言
」
を
述
べ
、
来
年
の
開
催
地
で
あ
る
荒
川

下
流
域
２
市
７
区
の
事
務
局
で
あ
る
東
京
江
戸
川

区
の
代
表
に
サ
ミ
ッ
ト
旗
の
受
け
渡
し
を
行
い
ま

し
た
。

小中学生による河川取組事例の発表

宗宮町長から江戸川区へサミット旗が渡されました
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創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ
『
水
神
』

「
第
１５
回
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
in
揖
斐
川
」

記
念
事
業
と
し
て
、創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ『
水
神
』

が
２８
日
�
、
２９
日
�
に
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
の
昔
話
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る

甚
兵
衛
と
岡
島
ヶ
渕
の
河
童
の
物
語
を
題
材
に

し
て
、
川
と
自
然
の
豊
か
さ
を
守
る
こ
と
の
大

切
さ
を
美
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
と
と
も

に
歌
と
演
技
で
表
現
し
、
来
場
者
を
魅
了
し
ま

し
た
。

【
オ
ペ
レ
ッ
タ
】：

音
楽
劇
・
歌
劇

※
「
創
作
オ
ペ
レ
ッ
タ
水
神
」
は
岐
阜
県
か
ら
の
補
助

金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

徳
山
ダ
ム
ふ
る
さ
と
湖
底
コ
ン
サ
ー
ト

「
徳
山
ダ
ム
ふ
る
さ
と
湖
底
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
、
２９
日
�
に
現
在
建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
堤
体

上
流
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
徳
山
ダ
ム
を
完
成
さ
せ
よ
う
」
と
、

町
内
小
学
生
（
４
年
生
以
上
、
約
８
０
０
名
）

に
よ
っ
て
、ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
の
堤
体
に
ロ
ッ

ク
材
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
全
中
学
校
生
徒
（
約
７
０
０

名
）
は
、
歌
手
の
由
紀
さ
お
り
さ
ん
、
安
田
祥

子
さ
ん
姉
妹
と
と
も
に
「
走
る
川
」
や
「
大
地

讃
頌
」
を
大
合
唱
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
は
、
約
６，

０
０
０
名

の
方
々
が
訪
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に

は
旧
徳
山
村
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
「
徳
山
踊

り
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
徳
山
ダ
ム
ふ
る
さ
と
湖
底
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
岐
阜

県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

下垣真希さんによるミニコンサート

町内中学生と安田祥子さん由紀さおりさんによる大合唱

サミット宣言をする宗宮町長

フィナーレを飾る「徳山踊り」

町民手づくりによる創作オペレッタ「水神」

町内小学生によるロック材の積み上げ
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夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空空
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彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩彩
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

八
月
六
日
（
日
）、い
び
が
わ
の
祭
り
が
揖
斐
川
河
畔
、
商
店
街
通
り
を
中
心
に
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
祭
り
へ
訪
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
あ
り
が
と
う
花
火
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
願
い
事
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
託
し
た
約
四
千
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
訪
れ
た
方
々
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
映
画
上
映
や
「
民
謡
流
し
お
ど
り
」
や
「
屋
台
村
」
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ありがとう花火へのご協賛
ありがとうございました

このありがとう花火は住民の皆さんや商店・事業

所などのご協賛により打ち上げられたもので、合計

５，１７６，８００円もの寄付が寄せられました。

ありがとうございました。

住民の皆さんによる寄付

２，４５０，８００円

商店・事業所などによる篤志寄付

２，７２６，０００円

清掃ボランティアありがとうございました

いびがわの祭りの翌日（８月７日）、日赤奉仕団、

大垣法人会女性部揖斐支部、セフティネットいび川、

加藤建設�など多くの皆さんが揖斐川河川敷を中心
にゴミ拾いをしてくださいました。

ボランティアの皆さんありがとうございました。

おばば踊り保存会による民謡流しおどりありがとう花火記念品交換
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揖斐川町では、低料金で気軽に利用できるコミュニティバスを１０月１日からスタートします。 

朝や夕方は通勤・通学に、昼間は買い物・通院にぜひご利用ください。 

運賃制度 

地帯制ワンコイン 
・町内を５つのエリアに分けます。 
　（１．揖斐川地域　２．谷汲地域　３．春日地域　４．久瀬・藤橋地域　５．坂内地域） 
・同一エリア内の料金は、ワンコイン（100円）です。 
・エリアを通過するごとに100円ずつ料金が加算されます。 
　（例：揖斐から坂内は、揖斐→久瀬・藤橋→坂内なので300円となります。） 

 
運賃 
　大　人：中学生以上　　　  100円（地域通過ごとに100円加算） 
　小　児：小学生　　　　　　50円（地域通過ごとに 50円加算） 
　乳幼児：就学前幼児以下　　無　料 

先
月
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

町
を
通
る
近
鉄
養
老
線
、
樽
見
鉄
道
樽
見
線

の
２
本
の
鉄
道
は
高
齢
者
、
児
童
・
生
徒
な

ど
の
交
通
弱
者
に
と
っ
て
、
ま
た
町
に
と
っ

て
も
重
要
な
交
通
手
段
で
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
交
通
機
関
を
な
く
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
く
の

方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

各
線
に
お
い
て
も
便
利
な
利
用
促
進
の
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
鉄
養
老
線

『
養
老
線
休
日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
』

土
休
日
・
学
休
日
の
近
鉄
養
老
線
が
１
日

乗
り
降
り
自
由
に
な
り
ま
す
。
こ
の
き
っ
ぷ

を
呈
示
す
る
こ
と
で
入
場
料
や
料
金
の
優
待

を
受
け
ら
れ
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

【
発
売
期
間
】

平
成
１９
年
３
月
３１
日
（
土
）
ま
で

【
利
用
期
間
】

発
売
期
間
内
の
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・

振
替
休
日

夏
休
み

８
月
２８
日
ま
で
の
平
日

冬
休
み

１２
月
２５
日
〜
１
月
５
日
の
平
日

【
発

売

額
】
お
と
な：

１，

０
０
０
円

こ
ど
も：

５
０
０
円

【
発
売
箇
所
】
揖
斐
駅
な
ど
の
各
駅
窓
口
、

養
老
線
の
営
業
列
車
内

『
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
』

電
車
に
自
転
車
を
持
ち
込
め
る
サ
イ
ク

ル
ト
レ
イ
ン
。
お
気
に
入
り
の
自
転
車
で
沿

線
の
名
所
め
ぐ
り
も
で
き
ま
す
。

【
利
用
で
き
る
駅
】

播
磨
〜
大
垣
駅
、
大
垣
〜
揖
斐
駅

【
利
用
で
き
る
列
車
】

土
・
日
曜
日
、
祝
日：

始
発
か
ら
１７
時
頃
の
列
車

夏
休
み
・
冬
休
み
・
春
休
み
の
間
の
平
日

９
時
頃
〜
１７
時
頃
の
列
車

そ
れ
以
外
の
平
日

９
時
頃
〜
１４
時
頃
の
列
車

樽
見
鉄
道
樽
見
線

『
シ
ル
バ
ー
１
８
０
』
会
員

樽
見
鉄
道
沿
線
の
６５
歳
以
上
の
方
が
、
申

し
込
み
を
さ
れ
、
会
員
証
を
呈
示
す
る
と
、

樽
見
鉄
道
の
ど
の
区
間
を
利
用
し
て
も
運
賃

が
１
回
１
８
０
円
に
な
る
企
画
で
す
。

【
申
込
期
間
】
平
成
１９
年
２
月
末
日
（
当
日

消
印
有
効
）

【
有
効
期
限
】
会
員
証
発
行
日
か
ら
平
成
１９

年
３
月
３１
日
ま
で

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
が
、
樽
見
鉄
道
大

垣
駅
６
番
事
務
所
、
北
方
真
桑
駅
、
本
巣

駅
、
揖
斐
川
町
役
場
、
各
振
興
事
務
所
窓

口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
、季
節
の
イ
ベ
ン
ト
列
車
や
お
得
な

ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
企
画
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
近
く
の
駅
な
ど
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽
室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
とととととととととととととととととととととととととととととと
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

七
月
二
十
九
日
（
土
）、谷
汲
文
化
会
館
で

今
年
五
月
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
北
海

道
河
西
郡
芽
室
町
と
防
災
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。
宮
西
義
憲

芽
室
町
長
と
宗
宮
町
長

が
両
町
議
長
の
立
会
い
の
下
、
協
定
書
に
サ

イ
ン
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
で
は
、
風
水
害
・
土
砂
災
害
、

東
海
地
震
の
被
害
な
ど
が
、
芽
室
町
で
も
、

十
勝
沖
地
震
な
ど
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
協
定
は
お
互
い
の
町
で
災
害
が
起
き
た

と
き
、
物
資
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
人
的

な
援
助
を
行
う
も
の
で
す
。

夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉叉
ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説説
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
まままままままままままままままままままままままままままままま
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

七
月
二
十
二
日
（
土
）
に
、
遊
ら
ん
ど
坂

内
ス
キ
ー
場
特
設
会
場
で
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道

中
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

夜
叉
ヶ
池
伝
説
に
沿
っ
て
夜
叉
堂
（
神
戸

町
）
か
ら
八
丈
岩
（
長
良
）、は
た
ご
岩
（
東

横
山
）、長
昌
寺
（
坂
内
川
上
）
を
巡
り
、
龍

神
の
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
内
の
採
れ
た
て
野
菜
や
手
作
り
品
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
で
は
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
よ

さ
こ
い
踊
り
や
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
生
演

奏
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
夜

叉
ヶ
池
伝
説
の
一
部
が
再
現
さ
れ
、
全
長
二

十
一
ｍ
の
龍
神
が
会
場
内
を
所
狭
し
と
乱
舞

し
ま
し
た
。

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆盆
踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊踊
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

八
月
二
日
（
水
）
に
、
揖
斐
川
尚
和
園
、

特
養
尚
和
園
、
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
の
三
施
設

合
同
で
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。会

場
で
は
輪
投
げ
、
く
じ
引
き
な
ど
も
行

わ
れ
、ま
た
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
な
ど
が
訪
れ
た
方
々
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

盆
踊
り
、
大
和
太
鼓
の
演
奏
、
花
火
な
ど

が
行
わ
れ
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
々

や
地
域
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
夏
祭
り
を
十
分

に
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
ここここここここここここここここここここここここここここここ
のののののののののののののののののののののののののののののの
郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷郷
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

八
月
五
日
（
土
）、山
び
こ
の
郷
・
久
瀬
振

興
事
務
所
駐
車
場
で
山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
踊
り
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
風

船
と
ば
し
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。
引
き
続
き

久
瀬
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
盆

踊
り
な
ど
で
、
山
び
こ
の
郷
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
々
も
訪
れ
た
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
に
西
津
汲
地
内
か
ら
花
火
の
打
ち
上

げ
が
行
わ
れ
、
山
間
に
響
く
花
火
の
音
と
と

も
に
、
夏
の
久
瀬
の
夜
空
を
美
し
く
彩
り
、

訪
れ
た
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

盆踊りで盛り上がりました

協定締結後、握手を交わす宮西芽室町長と宗宮町長遊らんど特設会場での龍神の舞

空高く風船が舞い上がりました
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揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖
斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘闘

県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

八
月
六
日
（
日
）
に
、
土
岐
市
総
合
公
園
で
「
消

防
感
謝
祭
」
第
五
十
五
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
が

開
催
さ
れ
、
揖
斐
郡
代
表
と
し
て
揖
斐
川
町
揖
斐
川

消
防
団
（
揖
斐
分
団
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

県
内
各
消
防
団
か
ら
二
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
各
チ
ー
ム
が
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
操
法
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

揖
斐
川
町
揖
斐
川
消
防
団
も
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披
露

し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
出
場
選
手
の
皆
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
出
場
選
手
》

隊

長

河
瀬

正
義

旗

手

林

浩

指

揮

者

長
柄

祥
正

一

番

員

小
森

健
司

二

番

員

若
園

渉

三

番

員

加
納

千
幹

吸
管
補
助
員

八
幡

雅
夫

事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
のののののののののののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

七
月
九
日
（
日
）、交
通
安
全
協
会
谷
汲
支

部
は
交
通
事
故
予
防
の
た
め
今
年
も
谷
汲
地

区
の
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
点
検
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
交
差
点
付
近
の
視
覚
確
保
の

た
め
除
草
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
作
業
を

行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
通
行
で

き
る
美
し
い
道
路
に
な
り
ま
し
た
。

七
月
二
十
五
日（
火
）に
、
地
元
の
建
設
業
者
で
構
成

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び

川
」
と
町
職
員
の
約
百
人
が
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
除
草
は
全
国
川
サ
ミ
ッ
ト
に
訪
れ
る
方
を
歓
迎

す
る
た
め
、
上
南
方
の
広
域
農
道
、
谷
汲
名
礼
の
山
東
・

本
巣
線
、
谷
汲
サ
ン
サ
ン
ホ
ー
ル
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

「
セ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
い
び
川
」
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し
て
、

町
内
の
建
設
・
電
気
工
事
・
水
道
工
事
業
者
七
十
二
社

で
構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

八
月
一
日
（
火
）、久
瀬
花
き
生
産
組
合
主
催
に
よ
り

第
七
回
久
瀬
花
き
品
評
会
が
久
瀬
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
大
雪
の
影
響
で
し
き
み
の
出
展
は
少
な
く
、

小
菊
の
部
四
十
二
点
、
し
き
み
の
部
十
三
点
の
出
品
が

あ
り
ま
し
た
。
品
質
・
商
品
性
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
ど
の
作
品
も
甲
乙
つ
け
が
た
く
審
査
員
を
悩
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

知

事

特

別

賞

〈
小
菊
〉山
本
勘
三
郎

町

長

賞（
金
賞
）〈
小
菊
〉村
瀬
佐
一

〈
し
き
み
〉
高
橋

努

岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
長
賞（
銀
賞
）〈
小
菊
〉高
橋
静
好

揖
斐
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞（
銀
賞
）〈
し
き
み
〉
河
合
三
郎

い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞（
銅
賞
）〈
小
菊
〉山
本
勘
三
郎

久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞（
銅
賞
）〈
し
き
み
〉五
十
川
さ
だ
ゑ

奨

励

賞

〈
小
菊
〉長
屋

薫

〈
し
き
み
〉
高
橋
時
江

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
しししししししししししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
でででででででででででででででででででででででででででででで
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
ササササササササササササササササササササササササササササササ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
をををををををををををををををををををををををををををををを

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久
瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬瀬
花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
きききききききききききききききききききききききききききききき
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評評
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

セフティネットいび川の皆さんお疲れさまでした

素晴らしい操法を披露しました

きれいな小菊・しきみがならびました

カーブミラーもきれいになりました

IBIGAWA 2006 September7



全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

七
月
二
十
一
日
（
金
）
に
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
な
ど
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
た
選
手
が
宗
宮

町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

宗
宮
町
長
は
、
「
揖
斐
川
町
の
代
表
と
し
て
、
力
一
杯
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
し

ま
し
た
。
ま
た
選
手
代
表
と
し
て
寺
澤
慶
子
さ
ん
が
「
選
手
そ
れ
ぞ
れ
目
標
が
あ
り
ま
す
が
、

頑
張
り
ま
す
の
で
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
実
力
を
十
分
発
揮
し
、
大
会
で
の
健
闘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

出
場
さ
れ
る
選
手
・
大
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
】

竹
中
宏
旭
さ
ん
（
大
和
小
）

【
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会
】

高
橋
風
弥
さ
ん
（
谷
汲
小
）

大
西
啓
介
さ
ん
（
久
瀬
小
）

大
西
可
奈
子
さ
ん
（
久
瀬
小
）

【
全
日
本
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会
】

大
西
ひ
か
る
さ
ん
（
久
瀬
中
）

高
橋
茉
里
さ
ん
（
久
瀬
中
）

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

寺
澤
慶
子
さ
ん
（
空
手
道
・
若
松
）

高
木
優
子
さ
ん
（
陸
上
・
谷
汲
名
礼
）

白
川

諒
さ
ん
（
体
操
・
上
野
）

安
藤
俊
哉
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

永
）

堀
部

至
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
極
楽
寺
）

中
島
悠
介
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
谷
汲
深
坂
）

野
原
佳
菜
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

永
）

内
藤
栄
美
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・

永
）

小
寺
達
也
さ
ん
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
春
日
小
宮
神
）

【
全
国
高
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大
会
】

高
橋
和
成
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
北
方
）

海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
でででででででででででででででででででででででででででででで
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
でででででででででででででででででででででででででででででで
きききききききききききききききききききききききききききききき
てててててててててててててててててててててててててててててて
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海
外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派
遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣

七
月
七
日
（
金
）
に
、
揖
斐
川
町
在
住
で

岐
阜
農
林
高
等
学
校
三
年
の
大
野
景
子
さ
ん

が
、
岐
阜
県
農
業
高
校
生
海
外
実
習
派
遣
団

へ
の
参
加
が
決
ま
り
、
宗
宮
町
長
に
報
告
に

訪
れ
ま
し
た
。

大
野
さ
ん
が
参
加
す
る
海
外
実
習
派
遣
団

は
、
七
月
十
四
日
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ラ
ン

ダ
を
訪
れ
て
、
農
業
実
習
、
視
察
、
地
元
農

業
高
校
と
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

日
本
と
海
外
農
業
の
違
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ

の
良
さ
な
ど
を
学
ん
で
き
て
く
だ
さ
い
。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲撲
ささささささささささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
がががががががががががががががががががががががががががががが
きききききききききききききききききききききききききききききき
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

七
月
二
十
六
日
（
水
）
に
、
北
方
の
野
田

巧
さ
ん
の
ご
好
意
で
、
春
日
野
部
屋
の
栃
春

日
さ
ん
と
栃
大
河
さ
ん
の
二
人
の
お
相
撲
さ

ん
が
き
た
が
た
幼
児
園
へ
来
園
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
タ
イ
ム
や
園
児
と
の
相
撲
大
会
、
記

念
撮
影
な
ど
楽
し
く
お
相
撲
さ
ん
と
触
れ
合

い
ま
し
た
。
お
相
撲
さ
ん
の
「
ま
た
わ
り
」

や
「
し
こ
」
を
見
せ
て
も
ら
い
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
、
「
大
き
く
な
っ
た
ら
お
相
撲

さ
ん
に
な
る
ん
だ
」
と
言
う
子
も
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
未
就
園
児
、
地
域
の
方
々
も

園
児
と
と
も
に
楽
し
い
集
い
が
で
き
ま
し
た
。

宗宮町長による激励皆さん頑張ってください
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「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
をををををををををををををををををををををををををををををを
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ララララララララララララララララララララララララララララララ
ババババババババババババババババババババババババババババババ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
中
の

七
月
十
一
日
（
火
）、安
全
・
安
心
街
づ
く
り

の
実
現
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
つ
な
ぐ
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
揖
斐
川

町
役
場
を
訪
れ
、
法
務
大
臣
・
岐
阜
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
町
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
期
間
中
、
町
内

の
小
中
学
生
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
が
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、
谷
汲
サ
ン

サ
ン
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
保

護
司
会
、
更
生
保
護
女
性
会
に
よ
る
街
頭
広

報
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででででででででででででででででででで
とととととととととととととととととととととととととととととと
うううううううううううううううううううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

七
月
二
十
九
日
（
土
）
に
、
極
楽
寺
の
五

十
川
猛
さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
五
十
川
さ
ん
に
は
宗
宮
町
長

か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ

さ
い
。

議会だより

第第
７７
回回
揖揖
斐斐
川川
町町
議議
会会

臨臨
時時
会会

平
成
１８
年
第
７
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会
が
７
月
２０
日
（
木
）
に
開

催
さ
れ
、
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工
事
（
谷
汲
方
面
）

契
約
金
額

８，

２
７
３
万
１，

６
０
０
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工
事
（
春
日
方
面
）

契
約
金
額

８，

７
９
９
万
円

・
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
光
幹
線
関
連
工
事
（
藤
橋
方
面
）

契
約
金
額

８，

８
９
３
万
５，

０
０
０
円

・
清
水
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
機
械
電
気
設
備
工
事

契
約
金
額

１
億
３，

９
６
５
万
円

・
岐
礼
・
高
科
農
業
集
落
排
水
１８
‐
１
工
事

契
約
金
額

５，

０
１
９
万
円

・
美
束
農
業
集
落
排
水

第
７
期
工
事

契
約
金
額

４，

５
８
８
万
５，

０
０
０
円

○
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
揖
斐
川
町
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業

契
約
金
額

３，

１
０
５
万
９，

０
０
０
円

・
圧
雪
車
購
入
事
業

契
約
金
額

２，

８
５
６
万
円

全
議
案
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

社会を明るくする運動のメッセージの伝達五十川さんおめでとうございます
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子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
！

毎
年
町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
開
催

し
て
い
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
、
７
月
１６
日

（
日
）
・
１７
日
（
月
）
に
久
瀬
の
月
夜
谷
ふ

れ
あ
い
の
里
で
開
催
し
、
３２
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

１
日
目
に
は
、
班
対
抗
の
大
縄
跳
び
大
会

や
新
ジ
ャ
ガ
掘
り
体
験
、
野
外
炊
飯
で
の
カ

レ
ー
作
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
行
い

ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
で
は
、
揖

斐
川
Ｖ
Ｙ
Ｓ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
「
火
舞
い
」
も
披
露
さ
れ
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
の

ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
作
り
、
物
作
り
研
修
（
ウ
ッ

ド
ク
ラ
フ
ト
、
ソ
バ
打
ち
体
験
）、そ
し
て
作

っ
た
ソ
バ
を
お
昼
に
食
べ
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
「
普
段
や
る
こ
と
の
で
き

な
い
体
験
が
で
き
て
良
か
っ
た
」「
仲
間
が
た

く
さ
ん
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、

夏
休
み
中
に
行
わ
れ
る
各
子
ど
も
会
行
事
で
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
カ
ヌ
ー
交
流

７
月
１６
日
（
日
）、愛

知
県
春
日
町
で
カ
ヌ
ー

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。交

流
事
業
と
し
て
春

日
小
学
校
か
ら
１４
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
体
験
と
な
る
子
も
お
り
、
少
し

不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
指
導
の
先
生

の
説
明
を
受
け
る
と
五
条
川
に
こ
ぎ
出
し
て

い
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
力
を
合
わ
せ
て
ボ
ー
ト
を
こ
い

だ
り
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
普

段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

水
泳
・
剣
道
大
会

岐
阜
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
大
会

が
、
７
月
２６
日
（
水
）・
２７
日
（
木
）
に

ぎ

ふ
長
良
川
ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、

谷
汲
地
区
在
住
の
松
井
芳
さ
ん
（
３
年
生
）

が
女
子
２
百
�
個
人
メ
ド
レ
ー
、
４
百
�
個

人
メ
ド
レ
ー
の
部
で
２
位
に
、
ま
た
７
月
２９

日
（
土
）
に
岐
阜
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た

剣
道
大
会
で
は
、
春
日
地
区
在
住
の
小
寺
愛

さ
ん
（
２
年
生
）
が
女
子
個
人
２
年
生
の
部

で
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
、
小
寺
さ
ん
の
今
後
の
益
々
の
ご

活
躍
と
ご
健
闘
を
期
待
し
ま
す
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
上
手
に
泳
げ
た
ね
！

幼
少
年
水
泳
教
室

揖
斐
川
プ
ー
ル
で
、
７
月
下
旬
〜
８
月
上

旬
に
か
け
て
、
幼
少
年
水
泳
教
室
が
開
催
さ

れ
、
６
教
室
に
約
１６０
名
の
幼
児
・
児
童
が
参

加
し
ま
し
た
。

水
泳
教
室
は
、
泳
ぐ
楽
し
さ
を
知
る
と
と

も
に
水
に
対
す
る
安
全
教
育
も
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
「
泳
げ
る
よ
う

に
な
り
た
い
・
も
っ
と
上
手
に
泳
ぎ
た
い
」

と
各
自
が
目
標
を
掲
げ
、
楽
し
み
な
が
ら
も

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
し
た
。

こ
の
中
か
ら
世
界
に
は
ば
た
く
水
泳
選
手

が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

健
康
広
場
健
康
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集
！

平
成
１８
年
度
健
康
づ
く
り
教
室
第
２
期
と

し
て「
幼
児
体
育
教
室
」
・
「
幼
児
ミ
ニ
ス

ポ
ー
ツ
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■申込期間 １０月３日（火）～１０月８日（日） 午前９時～午後５時
■申込場所 揖斐川健康広場
■開催日程 １１・１２・１・２・３月（全１５回）
■募集定員 幼児体育教室 ２０名（定員になり次第締切ります。）

幼児ミニスポーツ教室 ３０名（定員になり次第締切ります。）
■参 加 費 上記記載の参加費（お申込時に参加費・印鑑をお持ちください。）

※詳しくは健康広場までお問い合わせください。�２１－３１００

参加費

６，０００円

６，０００円

対 象

平成１８年４月１日現在

２～３歳児（未就園児）

平成１８年４月１日現在

３歳（在園児）～５歳児

曜日・日時

毎週木曜日

１０：００～１１：００

毎週木曜日

１６：１５～１７：１５

教室名

幼児体育

幼 児

ミニスポーツ

松井さんおめでとうございます

小寺さんおめでとうございます

みんなでトーチ棒を作った
キャンプファイヤー！！

みんなで掘ったジャガイモ
でカレーを作りました！

泳げるようになったよ（＾ｏ＾）
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健
康
・
栄
養
相
談
、
体
力
測
定
の

ご
案
内

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談
を

専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

９
月
２０
日
（
水
）
１４
時
〜
１６
時

■
場
所

健
康
広
場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用

無
料

■
内
容

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で
は
、

次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ゴ
ル

フ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
手
軽
で
安
全
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日

時

９
月
１０
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

■
場

所

岡
島
や
な
下
流
の
芝
生
広
場

■
参
加
資
格

高
校
生
以
上

■
参
加
費

１
人
１
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■
申

込

９
月
５
日
（
火
）
ま
で
に
、
健

康
広
場
、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
、
各
振

興
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
日
曜
日
に
岡
島
や
な
下
流
芝
生
広

場
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

橋
本
孝
市（
�
２２－

３
８
０
４
）

地
区
公
民
館
活
動

☆
北
方
公
民
館

《
読
み
聞
か
せ
》

◆
日
時

９
月
３０
日
（
土
）
１０
時
〜

◆
場
所

北
方
公
民
館

☆
大
和
公
民
館

《
あ
い
さ
つ
運
動
》

◆
日
時

９
月
４
日（
月
）〜
９
月
８
日（
金
）

◆
場
所

各
地
区
登
校
集
合
場
所

《
大
和
地
区
ミ
ニ
集
会
》

◆
日
時

９
月
１０
・
２４
・
２５
・
２６
・
２７
日

１９
時
３０
分
〜

◆
場
所

各
ミ
ニ
公
民
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時

９
月
１０
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
２４
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

清
水
小
学
校
運
動
場

☆

永
公
民
館

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
》

◆
日
時

９
月
１０
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

☆
小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級

変
身
『
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー

ハ
ニ
ー
』》

◆
日
時

９
月
２０
日
（
水
）
１０
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

《
小
島
ふ
れ
あ
い
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
２４
日
（
日
）
８
時
２０
分
〜

◆
場
所

小
島
小
学
校
運
動
場

《
み
ん
な
の
広
場
》

◆
日
時

９
月
９
・
１６
日
（
土
）
９
時
〜

◆
場
所

小
島
公
民
館

☆
谷
汲
公
民
館

《
長
瀬
小
学
校
区
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
２３
日
（
土
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

長
瀬
小
学
校
運
動
場

☆
春
日
公
民
館

《
春
日
大
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
２３
日
（
土
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

春
日
小
学
校
運
動
場

※
運
動
会
で
日
頃
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
紹
介

を
し
ま
す
。
県
大
会
出
場
な
ど
の
実
績
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☆
藤
橋
公
民
館

《
藤
橋
地
区
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
１７
日
（
日
）
９
時
３０
分
〜

◆
場
所

藤
橋
小
中
学
校
運
動
場

☆
坂
内
公
民
館

《
魚
と
り
教
室
》

◆
日
時

９
月
１０
日
（
日
）

◆
場
所

坂
内
公
民
館

《
坂
内
シ
ア
タ
ー
『
首
都
激
震
』『
旅
立
ち

の
日
に
』》

◆
日
時

９
月
１５
日
（
金
）
９
時
〜
・
１３
時

１６
日
（
土
）
１３
時
〜
・
１９
時
３０
分
〜

《
坂
内
地
区
運
動
会
》

◆
日
時

９
月
２４
日
（
日
）
８
時
３０
分
〜

◆
場
所

坂
内
小
中
学
校
運
動
場

中央公民館プチギャラリー
○シベリア日本人墓地写真展 横山 周導
８月１９日～８月３１日

○揖斐の四季 写真展 野村民夫
９月２日～９月１４日

○トールペイント展 吉野純子
９月１６日～９月２８日

燦サンギャラリー
○絵でつづる夜叉ヶ池伝説 坂内振興事務所
８月１２日～８月３１日

○増元道夫・たみ夫妻写真展（久瀬）
９月２日～９月１４日

○瑞穂教室習字作品展
９月１６日～９月２８日

本
セ
ン
タ
ー
は
、本
年
５
月
よ
り
池
田
町

田
中（
旧
養
基
幼
稚
園
）に
移
転
し
ま
し
た
。

�
０
５
８
５
‐
４
４
‐
１
２
６
１

E
-m
ail

ikyokenc@
grn.m

m
tr.or.jp

こ
の
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
２２
年
に

揖
斐
郡
愛
郷
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
昭

和
２６
年
に
は
、
郡
教
育
振
興
会
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
昭
和
６２
年
に
は
、
郡
教
育

研
修
セ
ン
タ
ー
に
改
称
さ
れ
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
推
進
発
展
を
図
る
た
め
に

中
枢
的
な
役
割
を
果
た
す
努
力
を
し
て
き

ま
し
た
。

本
年
度
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
師
の
研

修
と
児
童
生
徒
の
文
化
事
業
お
よ
び
教
育

相
談
事
業
（
ほ
ほ
え
み
教
室
）
に
力
を
入

れ
る
と
共
に
、
各
郡
事
務
局
【
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
結
核
対

策
、
保
健
会
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女

性
会
、
遺
族
会
、
退
職
公
務
員
連
盟
】
の

活
動
の
充
実
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

６
月
２２
日
に
は
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

歯
の
優
良
児
二
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

各
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
児
童
へ
の
検
診
の

あ
と
、
表
彰
式

と
歯
の
管
理
に

つ
い
て
の
指
導

を
受
け
、
児
童

生
徒
に
と
っ
て

意
義
の
あ
る
時

間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。

研
修
セ
ン
タ
ー
移
転

９月１７日（日）は家庭の日 揖斐川町青少年育成町民会議

夏休み中、教師のための教科・道徳・
生徒指導など各種の研修会などを行
いました。
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学
校
だ
よ
り

家
庭
・
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り

〜
揖
斐
川
中
学
校
〜

「
自
治
の
姿
」
を
誇
る
生
徒
会
活
動

生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
自
治
を
誇
る
生
徒

会
〜
認
め
合
い
か
ら
生
み
出
す
責
任
感
〜

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

２
０
０
６
』
を
受
け
た
９

委
員
会
が
「
自
治
の
精
神
」、「
ひ
た
む
き
な

姿
」、「
思
い
や
り
の
心
」
を
大
切
に
し
な
が

ら
各
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

校
区
を
流
れ
る
『
揖
斐
川
』
を

大
切
に
し
た
活
動

○
総
合
的
な
学
習
時
間
と
の
関
わ
り
（
揖
斐

川
学
習
発
表
会
）

総
合
的
な
学
習
の
時

間
を
大
き
く
表
現
活
動

（『
走
る
川
』
の
全
校
合

唱
）
と
探
究
活
動
（
１

年
生＝

揖
斐
川
を
知
る
、

２
年
生＝

豊
か
な
自
然

環
境
を
つ
く
る
、
３
年
生＝

こ
れ
か
ら
の
福

祉
社
会
を
生
き
る
）
と
捉
え
、
学
習
の
成
果

を
各
学
年
が
発
表
・
交
流
し
ま
す
。

○
『
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
』
大
会
へ
の
関
わ

り
大
会
当
日
３
年
生
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
１
・
２
年
生
は
マ
ラ
ソ
ン

参
加
者
へ
の
沿
道
応
援
と
い
う
全
校
体
制
で

大
会
に
参
加
協
力
し
て
い
ま
す
。

○
河
川
清
掃
へ
の
参
加

揖
斐
川
河
川
の

清
掃
を
各
地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
、
美

し
い
揖
斐
川
の
環

境
保
持
に
努
め
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ルい

び
が
わ

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
級
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、

生
き
方
に
関
わ
る
内
容
を
企
画
・
運
営
し
、

全
校
生
徒
と
保
護
者
が
一
緒
に
な
っ
て
会
に

参
加
し
、
勉
強
を
し
ま
す
。

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

平
成
１６
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
西
濃
地
区

（
揖
斐
川
町
）
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
の
取

り
組
み
の
中
で
、
揖
斐
高
等
学
校
生
活
環
境

科
の
授
業
に
本
校
の
３
年
生
が
参
加
し
、
介

護
体
験
な
ど

「
福
祉
体
験

学
習
」
を
実

施
し
て
い
ま

す
。

「
本
校
の
特
色
」

〜
清
水
小
学
校
〜

戦
国
の
知
将

稲
葉
一
徹
の
居
城
跡
に
建

て
ら
れ
た
本
校
の
特
色
は
、
「
一
輪
車
を
通

し
た
仲
間
づ
く
り
」
で
す
。
毎
年
、
学
校
と

地
域
合
同
で
行
う

「
ふ
れ
あ
い
運
動

会
」
で
、
４
年
生

以
上
が
そ
の
妙
技

を
披
露
し
て
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
一
輪
車
を

持
っ
て
お
り
、
学

校
に
も
４０
台
ほ
ど

あ
り
全
員
が
一
輪
車
の
練
習
が
出
来
る
環
境

で
す
。
１
年
生
の
中
に
も
一
輪
車
を
上
手
に

乗
れ
る
子
も
お
り
、休
み
時
間
に
な
る
と
競
っ

て
練
習
し
て
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

一
輪
車
が
苦
手
な
子
に
は
、
上
級
生
が
親
切

に
教
え
て
い
る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
も
「
ふ

れ
あ
い
運
動
会
」

で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
と
れ
た
一
輪
車

演
技
を
披
露
し
、

校
区
の
ふ
れ
あ
い

を
益
々
深
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
初
め
て
の
体
験
」

中
部
６
県
で
１
台
し
か
な
い
「
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
衝
突
体
験
車
」
の
体
験
を
全
児
童

が
本
校
で
行
い
ま
し
た
。
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
、

県
下
で
も
体
験
す
る
こ
と
が
少
な
い
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
衝
突
体
験
車
は
、
時
速
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
衝
突
し
ま
す
。
時
速
５
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
は
早
歩
き
く
ら
い
な

の
に
衝
突
し
た
時
の
衝
撃
は
、
子
ど
も
達
に

も
「
怖
い
」
と
い
う
感
じ
を
与
え
ま
し
た
。

も
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
い
な
か
っ

た
ら
も
っ
と
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。ビ

デ
オ
で
は
、
時
速
５０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
い
る
時
と
つ
け
て

い
な
い
時
の
衝
突
実
験
を
見
ま
し
た
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
い
な
い
と
後
ろ
に
乗
っ

て
い
た
人
が
衝
突
の
弾
み
で
車
外
へ
放
り
投

げ
ら
れ
ま
し
た
。
車
の
中
で
は
、
前
の
席
も

後
ろ
の
席
も
衝
突
の
衝
撃
は
同
じ
だ
と
い
う

こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

『
今
日
の
体
験

か
ら
前
の
席
の
人

は
も
ち
ろ
ん
後
ろ

の
人
も
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
し
っ
か
り

と
つ
け
て
車
に
乗

ら
な
い
と
、
も
し
、

衝
突
し
た
ら
自
分

の
命
を
縮
め
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
車
に
乗
る
と
き
は
、
絶
対

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
ま
す
。』
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揖斐川町地域包括支援センター おしらせ
清水小学校で福祉授業を行いました

平成１８年７月４日（火）、地域包括支援センターの職員が、清水小学校の６年生の児童を対象に、福祉授業を行い

ました。揖斐川町の概況を説明した後、寸劇を踏まえ、揖斐川町にどのような福祉サービスがあったらよいかを考

えてもらいました。

児童に協力してもらい寸劇を行いました

どんなことにお

困りですか？体の不自由なお母さんの

ために何かいいサービス

はないかしら？

揖斐川町にどんなサー

ビスがあったら高齢者、

障害者の方も暮らしや

すいかな？

グループ討議では、児童ならではの意見がたくさんでました。

こんなサービスがあったらいいな…
・車椅子の人が住みやすいように、家を改装するとよいのでは？

・身の回りにお世話をしてくれる人がいると便利だな

・高齢になってもオシャレに気を遣って生活できるとよいと思う

・一人暮らしでもペットを飼うと寂しくないのでは？

・車椅子など、福祉用具を借りられるサービスがあると便利だと思う

・お手伝いロボットが開発されるといいな など

福祉についての授業を受けて…
授業後、児童から感想文が届きましたので、内容の一部を紹介します。
����������������������������������������

�
�
�
� ���������������������������������������

�
�
�
�
�・これからは自分達でできることを考えやっていきたいと思います。

・福祉の仕事にもいろいろな種類があることがよくわかりました。

・どのようなことをすれば障害者やお年寄りに喜んでもらえるのかがよくわかりました。

・もっと福祉のことについて知りたいなぁと思いました。

清水小学校６年生の皆さん、先生方ありがとうございました。

地域包括支援センターでは、今後も児童に限らず、地域の皆さんを対象とした福祉啓発活動を積極的に行ってい

きたいと考えています。

【お問い合わせ先】

揖斐川町地域包括支援センター

住所：揖斐川町上南方１９３ 福祉総合支援センター１Ｆ（旧揖斐川幼稚園内）

ＴＥＬ：０５８５－２３－１３４１ ＦＡＸ：０５８５－２３－１９６７

グループでの話し合い
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不妊相談センター出張相談会開催のお知らせ 

健康にこにこ運動 健康にこにこ運動 健康にこにこ運動 平成18年度 

―運動習慣を身に付けよう！！― 

不妊相談センター出張相談会開催のお知らせ 不妊相談センター出張相談会開催のお知らせ 
　県では、不妊相談センターの専門相談員による出張相談会を開催します。不妊に関するどんな
ことでもお気軽にご相談ください。また、当日同会場において、特定不妊治療費助成事業に関す
る相談や申請も受け付けます。 
 
　日　　時：１１月６日（月）午前１０時～午後４時 
　　　　　　１人あたり概ね３０分 
 
　場　　所：西濃総合庁舎（大垣市江崎町４２２－３） 
　 
　申込方法：電話またはメールで希望時間を連絡（先着順） 
 
　申 込 先：岐阜県不妊相談センター 
　　　　　　　電　　話：０５８－３８９－８２５８ 
　　　　　　　Ｅメール：c１１２２３a@govt.pref.gifu.jp 
　　　　　　　※ 電話受付は、月～金の午前１０時～午後４時 
 
　締め切り：１１月１日（水） 
 
　問合わせ：県不妊相談センターまたは県庁保健医療課　 
　　　　　　℡０５８－２７２－１１１１（内線２５４６） 

実施方法：ポスター「平成１８年度健康にこにこ運動」を利用し１日あたりの歩数を記録します。 
　　　　　３０万歩で達成です。 

　　・１日５０００歩（約３ｋｍ）歩くと２か月で達成 
　　・１日１万歩（約６ｋｍ）歩くと１か月で達成 
５０００歩（１５０Kcal）毎に○を１つ塗りつぶします。歩数計または運動量換算表を利用してくだ
さい。掃除洗濯など日常生活での歩数も含められます。 
歩くことが困難な場合は、裏面のひざ痛予防体操を行ってください。 
体操１日につき○を１つ塗りつぶします。３０日実施で達成です。 
体操は、１日２～３回を目安に無理せず毎日続けましょう。 
歩数も体操も、開始日より２か月以内の達成を目標にしましょう。 

参加方法：①地区の保健推進員または保健センター（揖斐川・谷汲・春日）または振興事務所（久瀬・藤
橋・坂内）に用意してある「健康にこにこ運動参加届出書」に記入して、ポスターを受け取
ります。 

　　　　　②２か月以内に達成できたらポスターの記録表部分を保健推進員または保健センター（揖斐川・
谷汲・春日）または振興事務所（久瀬・藤橋・坂内）に提出して記念品を受け取ってください。 

 
参加資格：揖斐川町在住の３０歳以上の人 
 
参加申し込み期間：平成１８年９月１日～平成１８年１１月３０日 
 
記念品交換期間：平成１８年１０月１日～平成１９年２月２８日 

GGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGGG
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　７月２２日～８月４日、町栄養士・食生活改善連絡協議会員の指導のもと、おやこ料理教室が開
催されました。 
　食改員さんのエプロンシアターに耳を傾け、バランスの取れた食事について勉強し、自分で作っ
た料理でちょっと苦手な夏野菜も美味しく、食べることができました。 

ー 夏野菜を食べよう ー 
みんな

で食育
 

楽しく
食育 

テーマ 

日　　時　　9月21日（木）午後1時30分～3時30分（受付時間：午後1時～1時30分） 
場　　所　　大野町老人福祉センター（大野町役場の東隣） 
対 象 者　　アトピー性皮膚炎児の保護者　　20名程度 
内　　容　　講話　「アトピー性皮膚炎の基礎知識とスキンケア」 

講師　揖斐厚生病院皮膚科部長　　藤広　満智子　先生 
※　希望者に個別相談を実施します。（予約制） 
※　託児があります。（ただし託児は定員になり次第締め切ります。） 

申込期限　　9月11日（月） 
申 込 先　　西濃保健所揖斐センター　健康増進担当 

揖斐郡大野町黒野191 
℡　0584-32-1530　　FAX0584-32-1533 
E-mail c22704@govt.pref.gifu.lg.jp

アトピー性皮膚炎の相談会のお知らせ アトピー性皮膚炎の相談会のお知らせ 

　親子で参加された方もよいふれあいの場になり、参加者からはこのような声が聞かれました。 
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９
月
図
書
館
の
催
し
か
ら

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
！

期

日

９
月
９
日
（
土
）

会

場

揖
斐
川
図
書
館

次
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
す

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

１０
時
か
ら

子
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
イ

ン
表
彰
式

お
楽
し
み
抽
選
会
（
参
加
者
全
員

に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
）

ほ
か

○
成
人
読
書

１０
時
３０
分
か
ら

腹
話
術
と
読
書
交
流
会

本
の
愛
好
家
ど
う
ぞ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

○
子
ど
も
読
書

１０
時
３０
分
か
ら

お
は
な
し
会

１１
時
か
ら

お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う

○
人
形
劇

午
後
２
時
か
ら

人
形
劇
団
「
ど
む
な
ら
ん
」
の
公
演

演
題
「
ぶ
た
の
お
す
も
う
さ
ん
」

定
員

百
名

整
理
券
が
い
り
ま
す

こ
ど
も
読
書
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

８
月
３０
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

終
了
ま
で
あ
と
少
し
！
頑
張
ろ
う
。

い
び
が
わ
新
着
図
書
紹
介

小
説
・
文
学
書

難
儀
で
ご
ざ
る

岩
井
三
四
二

光
文
社

去
り
ゆ
く
者
へ
の
祈
り

永
瀬
隼
介

実
業
之
日
本
社

我
餓
尸
羅
狼
と
化
す

東
郷

隆

実
業
之
日
本
社

静
寂
の
子

谷
村
志
穂

祥
伝
社

冬
の
砦

香
納
諒
一

祥
伝
社

赤
々
煉
恋

朱
川
湊
人

創
元
社

無
言
歌

赤
川
次
郎

新
潮
社

雨
の
ち
晴
れ
、
と
こ
ろ
に
よ
り
虹

吉
野

万
理
子

新
潮
社

少
年
時
代

池
永

陽

双
葉
社

昭
和
四
十
年
代
初
め
、
清
流
の
町
郡
上
八
幡

に
暮
ら
す
少
年
が
成
長
し
て
行
く
物
語

ハ
ピ
ネ
ス

嶽
本
野
ば
ら

小
学
館

禿
鷹
狩
り

逢
坂
剛

文
藝
春
秋

処
刑
御
使

荒
山

徹

幻
冬
舎

お
と
こ
坂
お
ん
な
坂

阿
刀
田
高

毎
日
新
聞
社

温
室
デ
イ
ズ

瀬
尾
ま
い
こ

角
川
書
店

日
本
の
平
和
ボ
ケ
は
、
学
校
の
場
で
も
存
分

発
揮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
温
室
の
ど
こ
か
に
、

出
口
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

実

用

書

祭
り
の
事
典

佐
藤
和
彦

東
京
堂

日
本
仏
像
大
全
書

杉
山
二
郎

四
季
社

歴
史
に
気
候
を
詠
む

吉
野
正
敏

学
生
社

民
法
の
し
く
み

千
葉

博

三
修
社

沢
の
ぼ
り

深
瀬
信
夫

山
と
渓
谷
社

ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
中
国
語
・
台
湾

会
話
ブ
ッ
ク

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

逆
説
の
日
本
史

井
沢
元
彦

小
学
館

た
に
ぐ
み
新
着
図
書
紹
介

希
以
子

諸
田
玲
子

小
学
館

象
の
墓
場

花
村
満
月

文
藝
春
秋

見
え
な
い
貌

夏
樹
静
子

光
文
社

最
愛
の
娘
の
突
然
の
死
…
母
は
、
殺
人
者
を

自
ら
追
い
詰
め
る
が
…
思
い
も
か
け
ぬ
第
二
の

事
件
が
待
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
命
を
奪
わ
れ
た

我
が
子
へ
の
究
極
の
愛
か
。

氷
の
人
形

森
村
誠
一

幻
冬
舎

恋
愛
は
革
命

渡
辺
淳
一

新
潮
社

糸
的
メ
イ
ソ
ウ

糸
山
秋
子

講
談
社

夜
を
ゆ
く
飛
行
機

角
田
光
代

中
央
公
論
社

の
ん
き
な
り
ゅ
う

ア
グ
ネ
ス
・
グ
レ
ア
ム

徳
間
書
房

い
つ
も
そ
ば
に
犬
が
い
た

ゲ
イ
リ
ー
・
ポ
ー
ル
セ
ン

文
研
出
版

坂
内
新
着
図
書

食
品
の
裏
側

安
部
司

東
洋
経
済
新
報
社

象
の
背
中

秋
元

康

産
経
新
聞
出
版

お
と
な
の
小
説
文
教
室

山
田
ズ
ー
ニ
ー

は
じ
め
て
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア

梅
宮
創
造

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
コ
ー
ド

上
下

角
川
書
店

パ
ズ
ル
パ
レ
ス
上
下

角
川
書
店

天
使
と
悪
魔

上
下

角
川
書
店

明
日
の
記
憶

荻
原
浩

光
文
社

生
協
の
白
石
さ
ん

白
石
昌
則

講
談
社

国
家
の
品
格

藤
原
正
彦

新
潮
社

そ
の
他

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののののののののののののののののののの
寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄
贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈贈

谷
汲
図
書
館
へ

谷
汲

松
永
章
子
氏
よ
り
乳
幼
児
向
け
の
図

書
を
５０
冊
余
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松

永
氏
は
毎
年
図
書
館
充
実
の
た
め
ご
援
助
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館
へ

西
濃
信
用
金
庫
奨
学
会
様
よ
り
、
学
生
さ
ん

た
ち
の
将
来
職
業
選
択
の
参
考
に
と
視
聴
覚
資

料
と
し
て
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
全
２０
巻
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

動
物
関
係
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
・
食
べ
物

関
係
・
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
関
係
の

職
業
紹
介
ビ
デ

オ
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

９９
月月
のの
休休
館館
日日

９
月
４
日
（
月
）

９
月
１１
日
（
月
）

９
月
１８
日
（
月
）

９
月
２５
日
（
月
）
休
館
日

９
月
２６
日
（
火
）
振
り
替
え
休
館
日

９
月
２７
日
（
水
）
月
末
整
理
日

９
月
の
お
は
な
し
会
は
お
休
み
し
ま
す
。
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揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖
斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

収
蔵
の
古
文
書
展
示

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
開
館

か
ら
本
年
度
ま
で
に
購
入
し
た
古
文
書
や
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
古
文
書
を
収
蔵
・
整
理
・
解
読
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
中
か
ら
溝
尻
村
川
除
普
請
文
書
な
ど
を
九

月
二
十
四
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
ま
た
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

主
な
展
示
品

○
溝
尻
村
川
除
普
請
文
書

四
通

（
護
岸
工
事
に
関
す
る
文
書
）

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
御
注
進
之
覚

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

○
市
場
村
・
黒
田
村
立
会
河
原
論
争
文
書

二
通

（
河
原
の
境
界
に
関
す
る
文
書
）

天
保
二
（
一
八
三
一
）
済
口
証
文
之
事

天
保
二
（
一
八
三
一
）
乍
恐
以
書
付
御
伺
奉
申
上
候

古
文
書
読
解
講
座
の
ご
案
内

■
日
時

九
月
二
日
�

午
後
二
時
〜
四
時

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

休
館
日

毎
週
月
曜
日

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

「
春
日
の
木
工
等
展
」へ
ど
う
ぞ

七
月
下
旬
か
ら
九
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

春
日
森
の
文
化
博
物
館
で
は
木
工
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

長
者
の
里
周
辺
で
採
れ
る
木
を
材
料
に
し
て
作
ら

れ
た
、
鳥
や
犬
、
魚
の
彫
り
物
や
、
木
の
株
を
使
っ

た
花
立
て
や
置
物
な
ど
力
作
ば
か
り
で
す
。

夏
休
み
と
あ
っ
て
多
く
の
家
族
づ
れ
の
来
館
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
期
間
は
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
鑑
賞
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
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● 特別保育事業

◇乳児保育
満６か月以上、いび幼児園で実施します。

◇早朝保育・延長保育
各幼児園・保育園で実施します。

◇一時保育
一時的に保育を希望される場合、いび幼児園・かすが
保育園で保育します。

◇障害児保育
集団生活が可能な障害児をいび幼児園で保育します。

◇なかよしタイム
毎月第２・第４水曜日に、各園で園庭開放を行います。

● 入園の案内

１．受付場所
役場子育て支援課、振興事務所住民福祉課または
入園希望される幼児園、保育園（入園申込書備付）
２．受付期間
８月２８日（月）から９月２９日（金）まで

３．入園申込に必要な書類
・児童１人につき、１枚の入園申込書
・保育に欠ける証明書（パート証明書など）
・平成１８年分源泉徴収票または確定申告書の控え・
町県民税申告書の写し（３月中旬までに提出）

● 入園に関する問い合わせ・申込先

ＴＥＬ
２２－２１１１
２２－１４６３
２２－２８５６
２２－０４２０
２２－０８２６
２２－１０２１
５６－３０１１
５５－２３０７
５７－２３１９
５４－２０３９
５２－２０２３
５３－２５４７

所在地
揖斐川町三輪１３３
揖斐川町北方１４２７－１
揖斐川町房島４８６
揖斐川町三輪１３８８
揖斐川町清水１１７６－１
揖斐川町小島５６０
揖斐川町谷汲深坂２４１４－２
揖斐川町谷汲長瀬２５６５－１
揖斐川町春日小宮神１０７１
揖斐川町西津汲７１０－１
揖斐川町東横山１０１６
揖斐川町坂内広瀬１６６－２

入園対象

１歳から
１歳から
６か月から
１歳から
１歳から
１歳から
１歳から
１歳から
１歳から
１歳から
１歳から

定員

４５人
８０人
１１０人
７０人
１１０人
８０人
４５人
３５人
４５人
２０人
２０人

施 設 名
役場子育て支援課
きたがた幼児園
やまと幼児園
いび幼児園
きよみず幼児園
おじま幼児園
谷汲保育園
長瀬保育園
かすが保育園
久瀬保育園
藤橋保育園
坂内保育園
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● 保育目標

「明るい元気な優しい子どもを育てる」

集団での生活を通して一人一人の健やかな心身の成長

と社会生活を育み、調和ある人間性の基礎づくりを心が

けます。

● 幼児園・保育園とは

保護者が働いていたり、あるいは病気にかかっている

などにより、家庭で保育できないお子さんを、保護者に

代わって日々保育するところです。

● 入園の対象となるお子さんは

揖斐川町内に住所があり、次のいずれかの事情がある

とともに、同居の家族その他の方も保育できない場合に

限ります。

１．保護者が昼間外で働いている。

２．保護者が昼間、自宅で家事以外の労働をしている。

３．保護者が出産前後、病気・負傷、心身に障害がある

場合。

４．保護者が同居の病人や心身障害者の世話をしている。

５．風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている。

● 保育時間

◇通常保育
平 日 午前８時３０分～午後４時３０分
土曜日 午前８時３０分～正午

（但し、土曜日保育は第１、第３、第５のみ）
◇早朝保育
午前７時３０分から
◇延長保育
午後６時３０分（いび幼児園は午後７時まで）

● 保育料

入園児童の父母などの扶養義務者の所得税、または町
民税により決定します。
１．所得税課税世帯

父母などの平成１８年分所得にかかる所得税額の合計
２．所得税の非課税世帯

父母などの平成１８年度町民税額の合計

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★
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町町町町
営営営営
住住住住
宅宅宅宅〝〝〝〝
北北北北
方方方方
奥奥奥奥
郷郷郷郷
ハハハハ
イイイイ
ツツツツ
〞〞〞〞のののの

入入入入
居居居居
者者者者
をををを
募募募募
集集集集

町町営営住住宅宅““北北方方奥奥郷郷ハハイイツツ””完完成成予予想想図図

揖
斐
川
町
北
方
地
内
に
建
設
中
の
町
営
住
宅
が
１０
月
末
に
完
成
し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り

入
居
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◎
所

在

地

揖
斐
川
町
北
方
１３
番
地

◎
構

造

等

耐
火
構
造
（
Ｐ
Ｃ
造
）
２
階
建

２
棟

２
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
：
５６
・
５２
㎡
）

３
Ｄ
Ｋ
（
１
戸
当
た
り
床
面
積
：
６７
・
６４
㎡
）

◎
そ
の
他
の
施
設

駐
車
場
（
１
戸
に
つ
き
１
台
）
・
集
会
所
・
自
転
車
置
場
・
物

置
（
１
戸
に
つ
き
１
室
）
・
ご
み
置
場

◎
募

集

戸

数

２１
戸

◎
入
居
者
資
格

町
営
住
宅
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
次
の
条
件
を
全
て
該
当
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

�
現
在
、
揖
斐
川
町
内
に
居
住
す
る
方
、
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

�
現
在
、
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
【
婚
約
者
を
含
む
】
が
あ
る
こ
と

�
政
令
で
定
め
る
収
入
基
準
以
下
の
方

・
一
般
階
層
…
２
０
０，

０
０
０
円
以
下
／
月

・
裁
量
階
層
…
２
６
８，

０
０
０
円
以
下
／
月

◆
裁
量
階
層
と
は
…

○
入
居
者
が
６０
歳
以
上
の
方
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
６０
歳
以
上
ま
た

は
１８
歳
未
満
の
方
で
あ
る
世
帯
【
高
齢
者
世
帯
】

○
入
居
者
ま
た
は
同
居
者
が
身
体
者
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
４
級
）、精
神
障
害
者
手
帳
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中央公民館 

岐阜県 
揖斐川総合庁舎 

揖斐川町役場 

北和中学校 

北方小学校 

至井ノ口橋 

大和小学校 

健康広場 

揖斐川町 至
大
野
 

303
ROUTE

N

揖斐川 

町営住宅 

至
久
瀬
 

至谷汲 
北方奥郷ハイツ 

北方奥郷ハイツ位置図 

（
１
級
ま
た
は
２
級
）
ま
た
は
療
育
手
帳
（
精
神
障
害
者
と
同
程
度
の
障
害
）
を
所

持
す
る
世
帯
【
障
害
者
世
帯
】

※
ま
た
、
そ
の
他
該
当
す
る
世
帯
が
あ
り
ま
す
。

◆
収
入
の
計
算
方
法
は
…

申
し
込
み
家
族
全
員
の
年
間
給
与
の
金
額
（
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
）
を
加
え
て
、

そ
の
金
額
か
ら
控
除
額
（
同
居
者
１
人
に
つ
き
３８
万
円
、
４
人
家
族
な
ら
３
人
×
３８
万

円＝

１
１
４
万
円
）
を
差
し
引
い
た
額
を
１２
か
月
で
割
っ
た
金
額
が
月
額
の
収
入
と
な

り
ま
す
。

※
控
除
額
に
は
、
ほ
か
に
老
人
扶
養
親
族
控
除
、
障
害
者
控
除
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

収
入
の
計
算
方
法
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
役
場
建
設
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
方
で
あ
る
こ
と

�
現
在
、
町
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

◎
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
（
役
場
建
設
課
備
え
付
け
）
に
ご
記
入
の
う
え
、
役
場
建
設
課
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

※
申
し
込
み
書
類
の
内
容
に
虚
偽
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
申
し
込
み
を
無
効
と
し
ま
す
。

◎
申
し
込
み
期
間

平
成
１８
年
９
月
１１
日（
月
）〜
９
月
２９
日（
金
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分
ま
で

◎
家

賃

①
２
Ｄ
Ｋ
：
２
０，

９
０
０
円
／
月
〜
３
４，

６
０
０
円
／
月
（
予
定
）

②
３
Ｄ
Ｋ
：
２
６，

３
０
０
円
／
月
〜
４
３，

５
０
０
円
／
月
（
予
定
）

【
家
賃
の
他
に
共
益
費
別
途
負
担
あ
り
】

※
な
お
、
収
入
に
よ
り
毎
年
変
動
し
ま
す
。

◎
敷

金

家
賃
の
３
か
月
分

◎
入
居
予
定
時
期

平
成
１８
年
１２
月
上
旬

◎
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
建
設
部
建
設
課

（
電
話
２
２
‐
２
１
１
１
、
内
線
２
０
０
・
２
０
１
・
２
０
２
・
２
０
３
・
２
０
４
）

３ＤＫ ２ＤＫ

建築中の北方奥郷ハイツ（７月３１日現在）

部屋間取り図
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平成18年７月届出分

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて

「広報掲載申込書」をお出しください。

〈平成１８年８月１日現在〉

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
尚
和
園
へ

林

良
夫
さ
ん
（
北
方
）

野
菜

細
野
さ
ん
（
大
野
町
）

野
菜

お
詫
び
と
訂
正

広
報
い
び
が
わ
８
月
号
で
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

２９
ペ
ー
ジ

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ
」中

・
・

（
誤
）…
平
成
１８
年
７
月
か
ら
国
民
健
康
保

険
料
の
制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

・
・

（
正
）…
平
成
１８
年
７
月
か
ら
国
民
年
金
保

険
料
の
制
度
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

平
成
１８
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間

９
月
２１
日（
木
）〜

９
月
３０
日（
土
）

ス
ロ
ー
ガ
ン

地
域
ぐ
る
み
で
守
ろ
う

お
年
寄
り
と
こ
ど
も

婚姻 ～幾久しくお幸せに～
妻

太田 千景 （伊尾野）
東 美加 （大垣市）
野田 歩美 （山県市）
牧村 美和 （前島）
松原 美穂 （緑ヶ丘）
松葉 恵利 （本巣市）
川口 笑李 （大和台）

夫
高橋 崇仁 （大野町）
生田 秀一 （七間町）
花木 栄二 （下新町）
矢野 裕介 （神奈川県藤沢市）
小割 優 （大垣市）
長谷川大輔 （谷汲岐礼）
中島 基広 （東横山）

出生 ～お誕生おめでとう～
赤ちゃん

はるか

遥
い おり

伊織

ひとみ
ね ね

寧々
うら ら

心来
そうじゅ

聡寿
そうめい

壯明
りん た ろう

稟汰朗
に こ と

仁鼓斗
ひろ き

大暉
ゆ い

結唯
ひな た

雛多

お母さん

みゆき

晶子

和代

咲子

仁美

珠貴

あづ美

香理

絵津子

美弥子

優美

優子

お父さん

�瀬 敏明

林 大平

細野 伴行

花木 徳敏

細野 大悟

不破 賢治

長峯 眞一郎

細野 宏

波賀野 幸一

橋本 初広

木村 教人

梅村 隆孔

地 区

北 方 ３ 区

南 方

伊 尾 野

桂

北 新 町

下 新 町

前 島

新 栄 町

東 瀬 古

大 門

上 野

市 場

死亡 ～おくやみ申し上げます～
年 齢

５４

９０

６９

６３

８０

９３

６２

８７

７２

７５

８３

４４

７６

７９

氏 名

富永 靖雄

林 一

花木 義見

坂東 正男

�橋�ずゑ
�橋まさゑ
水野 悦子

小山 準

�木 孝昭

正村 秀子

中西 數一

小寺 千春

�瀬 定七

谷口ともゑ

地 区

極 楽 寺

伊 尾 野

伊 尾 野

志 津 山

特 養

堀

上 野

上 野

谷 汲 名 礼

谷 汲 岐 礼

春 日 六 合

東 津 汲

坂 内 広 瀬

坂 内 坂 本

世帯数（対前月比）
８，１２９（＋２４）
５，５４１（＋２３）
１，０９１（±０）
５８１（－１）
４６９（＋１）
１８９（＋１）
２５８（±０）

女
１３，５７９
９，６２４
１，９２３
８１４
７３４
１８０
３０４

男
１２，４８８
８，９６６
１，７４８
７０９
６４１
１７９
２４５

人口（対前月比）
２６，０６７（－１０）
１８，５９０（－１１）
３，６７１（＋４）
１，５２３（－５）
１，３７５（＋２）
３５９（＋３）
５４９（－３）

合計
揖斐川地区
谷汲地区
春日地区
久瀬地区
藤橋地区
坂内地区
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Information Room

平平成成１１８８年年分分農農業業所所得得のの申申告告ににつついいてて
（平成１９年２～３月申告分から農業標準による申告が廃止になります）

これまで、収支計算が困難な小規模の米作農家の方々については、申告の目安として水稲所得標準を適用して申
告されていた方もおられましたが、平成１８年分から水稲所得標準が廃止されます。これにより、農業所得は収入金
額から必要経費を差し引く「収支計算」で申告していただくことになります。

◎収支計算とは 収入金額 － 必要経費 ＝ 所得金額
・農業所得を計算するには、毎年１月１日から１２月３１日の間の、農業に伴う収入と必要経費をそれぞれ正しく把
握する必要があります。

・農協の通帳や購買明細書、領収書を必ず残して正確な金額を確認できるようにしておきます。（５年間保存）
◎確定申告のために

購買明細書や領収書などを保管する場所をきめておくと便利です。（別々の箱に入れて保管するなど）
また、領収書などの日付と金額は、それぞれ項目ごとに集計しやすいように帳簿やノートなどに記録（記帳）

しておくと、申告するときに役立ちます。
◎農業所得の収入・必要経費の内訳

農業所得の申告書の作成にあたっては、収入と経費をそれぞれの項目ごとに分けて把握します。主なものは次
のとおりです。
収入金額となるもの
項 目 具 体 的 な 計 算 方 法

農産物の販売金額 農産物の種類ごとに１年間の販売金額（消費税、手数料などを含みます。）を合計します。
家 事 消 費 等 自家用（贈答用を含みます。）および事業用に消費した数量に、収穫時のいわゆる通常他に販

売する価額を乗じて計算します。
雑 収 入 作業受託収入、補助金、共済金などについてそれぞれ区分ごとに計算します。

◎必要書類‥農協などの精算書、領収書の控え、振込みのあった預金通帳など
必要経費となるもの
項 目 具 体 的 な 内 容 参 考 事 項

雇 人 費 常雇、臨時雇人などの労賃、賄費
小作料・賃借料 地主に支払う農地の借料、農業用建物、

農機具の賃借料など
減 価 償 却 費 農業用建物、農機具、農業用車両などの

償却費
耐用年数を経過したものは計上できません。

利 子 割 引 料 農業に係る借入金の支払利息 元金の返済額は必要経費になりません。
租 税 公 課 農業用資産の固定資産税、自動車税、水

利費など
所得税、住民税、国民健康保険税、国民年金掛金、
加算税、罰金、住宅用の固定資産税、農業用以外
の車の自動車税などは必要経費になりません。

種 苗 費 種もみ、種子苗などの購入費用
肥 料 費 肥料の購入費用
農 具 費 取得価額が１０万円未満または使用可能

期間が１年未満の農具の購入費用
左記以外の農機具については減価償却の対象とな
ります。

農 薬 衛 生 費 農薬の購入費用、共同防除費など
諸 材 料 費 ビニール、縄、針金などの購入費用
修 繕 費 農機具、農業用車両、農業用建物などの

修理に要した費用、車検代など
金額、性質によっては減価償却に該当することが
あります。

動 力 光 熱 費 農業に要した電気、水道などの料金、灯
油、ガソリンなどの燃料費

家事に使った分や、レジャーでドライブに使った
分などは含まれません。

作 業 用 衣 料 費 作業衣、長靴などの購入費用
農 業 共 済 掛 金 水稲、農業用車両などに係る共済掛金 生命保険などは必要経費になりません。
荷造運賃手数料 出荷の際の梱包費用、運賃、市場などに

支払う手数料
売上から差し引かれている場合は、経費に計上す
ると二重計上となりますので、ご注意ください。

土 地 改 良 費 土地改良事業の受益者負担金
雑 費 上記以外の費用で農業に関連して支払う

費用（農業の専門誌、事務用品代など）

◎必要書類‥領収書、請求書、通知書、引き落としのあった預金通帳など

申告の際は必ず上記項目ごとに金額を集計しておいてください。

☆ご不明な点がありましたら税務課住民税係（内線１３１・１３２）までお尋ねください。
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子
育育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
お
知知
ら
せ

ど
こ
か
ら
か
虫
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
暑
い
日
が
続
い
て
も
秋

は
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
耳
を
澄
ま
し
て
聞
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。

今
月
も
次
の
と
お
り
、
活
動
を
計
画
し
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

上
南
方
１
９
３

℡
２
３
‐
１
１
３
６

■
利
用
対
象

揖
斐
川
町
在
住
の
未
就
園
児

（
祖
父
母
可
）

■
休

館

日

祝
祭
日
、
土
・
日
曜
日

■
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

乳
幼
児
の
親
子
集
ま
れ
！

平
成
１８
年
度
後
期

お
教
室
募
集

■
対

象

未
就
園
親
子

■
実
施
場
所

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
グ
ル
ー
プ

４
グ
ル
ー
プ
（
木
曜
日
２
グ
ル

ー
プ
、
金
曜
日
２
グ
ル
ー
プ
）

※
１
グ
ル
ー
プ：

子
ど
も
１０
名

■
期

間

９
月
下
旬
か
ら
１２
月
中
旬

（
全
５
回
）

■
参
加
費

無
料
（
必
要
な
と
き
は
、
実
費

徴
収
し
ま
す
）

■
申
込
開
始
日

９
月
１４
日（
木
）１０
時
３０
分
〜

※
直
接
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申

し
込
み
に
き
て
く
だ
さ
い
。
（
電
話
受
付
は

し
ま
せ
ん
）

☆
こ
の
事
業
は
、
社
会
教
育
課
と
子
育
て
支

援
課
が
連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

春
日
小
宮
神
１
０
７
１

℡
５
７
‐
２
３
１
９

老
人人
福福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴浴
場（
風風
呂
）は

９
月月
末末
を
も
っ
て
廃
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

揖
斐
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
浴
場

（
風
呂
）
の
利
用
は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど

に
よ
り
９
月
３０
日
を
も
っ
て
廃
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
た
だ
し
、
修
理
不
能
な

状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
日
を
も
っ

て
廃
止
と
な
り
ま
す
。）

長
年
の
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
入
浴
に
つ
い
て
は
、「
か
す
が

モ
リ
モ
リ
村
」、「
久
瀬
温
泉

白
龍
の
湯
」

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
は
お
っ
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
浴
場
を
除
く
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
通
り
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場
社
会
福

祉
課

℡
２
２
‐
２
１
１
１

法法
務務
局
か
ら
の
お
知知
ら
せ

岐
阜
地
方
法
務
局
揖
斐
川
出
張
所
は
、
平

成
１８
年
１０
月
２３
日
（
月
）
を
も
っ
て
、
岐
阜

地
方
法
務
局
大
垣
支
局
へ
統
合
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
揖
斐
川
出
張
所
で
取
り
扱
っ
た

揖
斐
郡
揖
斐
川
町
、
池
田
町
、
大
野
町
の
登

記
事
務
は
１０
月
２０
日
（
金
）
で
業
務
を
終
了

し
、
１０
月
２３
日
（
月
）
か
ら
は
大
垣
支
局
で

取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
統
合
に
よ
り
、
従
来
登
記
簿
で
処
理

し
て
い
た
不
動
産
登
記
事
務
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
商
業
・
法
人
登
記
事
務
に
つ
い
て

も
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
処
理
を
順
次
開
始

し
ま
す
。

大
垣
支
局
の
所
在
地

〒
５
０
３
‐
０
０
８
８

大
垣
市
丸
の
内
１
丁
目
１９

岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局

℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
３
３
４
７

今
後
予
定
し
て
い
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

・
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登
記

情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
で

き
ま
す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
登
記
申
請

不
動
産
登
記
、
商
業
・
法
人
登
記

の
申
請
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
証
明
書
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

登
記
事
項
証
明
書
お
よ
び
印
鑑
証

明
書
の
送
付
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
請
求
い
た
だ
く
と
、
速
や

か
に
郵
便
な
ど
に
よ
り
証
明
書
を
送

付
し
ま
す
。

詳
し
く
は
次
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
岐
阜
地
方
法
務
局
総
務

課

℡
０
５
８
‐
２
４
５
‐
３
１
８
１（
代
）

毎週月曜日（園庭開放日） ９：３０～１２：００

毎週木曜日（コアラちゃんの日）９：３０～１１：３０

園庭開放日

戸外あそび

園庭開放日

おもちゃづくり

敬老の日（休み）

園児と遊ぼう！

園庭開放日

料理教室（春日保健センター）

４日（月）

７日（木）

１１日（月）

１４日（木）

１８日（月）

２１日（木）

２５日（月）

２８日（木）

センタールーム活動（１０：００～１１：３０）

金 お教室
１
フリー
サークル
８
フリー
サークル
１５
フリー
サークル
２２
フリー
サークル
２９
お教室Ｃ
１回目

・相談日の☆印は、担当者がすぐに対応させていただきます。
・♪印のある活動は要予約（９月の行事予約は８月下旬開始）
予約される方は、直接支援センターへ申し込みにきてください。

・センタールーム活動に参加されない場合でも自由に遊ぶことができます。

木 お教室

７
フリー
サークル
１４
お教室
申し込み
２１
お教室
説明会
２８
お教室Ａ
１回目

水 交流日

６
さくらんぼ
０歳児交流
１３
いちご
１歳児交流
２０
りんご
２・３歳児交流
２７
花モモ
お年寄り交流

火 行事

５ ♪
体操
河村先生
１２ ♪
公園であそぼ
う
１９ ♪
音楽リズム
雨森・岡部先生
２６ ♪
誕生会・食会
お話ルーム

月 相談日

４ ☆
MILKの日

１１ ☆
MILKの日

１８
敬老の日
センター休み
２５ ☆
MILKの日
♪発育測定
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揖揖
斐
川川
町町
放放
送送
通通
信信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
関関
す
る
お
知知
ら
せ
と
お
願願
い

揖
斐
川
町
で
は
「
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
」
の
平
成
１８
年
度
工
事
を
発
注

し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
に
つ
い
て

町
内
に
張
り
巡
ら
せ
る
揖
斐
川
町
の
ケ
ー

ブ
ル
網
（
光
と
同
軸
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の

多
く
が
中
電
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
に
架
設
さ
れ

ま
す
。
電
柱
の
中
に
は
、
私
有
地
に
立
つ
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
中
部
電
力
・
Ｎ
Ｔ

Ｔ
電
柱
の
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
揖

斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
が
増
架
さ
れ
る
こ
と
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
了
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
電
柱
の
補
強
等
工
事
が
中
電
・
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
て
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
土
地
所

有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
了
解
を
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
情
報
政
策
課

℡
２
１
‐
３
１
７
１

年
金
相相
談談
時
間間
が
延
長長
に
な
り
ま
し
た

各
社
会
保
険
事
務
所
、
岐
阜
年
金
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
年
金
相
談
な
ど
の
受
付
時
間

が
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
１５
分
と
な

り
、
従
前
と
比
べ
て
１５
分
延
長
と
な
り
ま
し

た
。休

日
の
開
庁
日
（
毎
月
第
２
土
曜
日
）
午

前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
と
、
毎
週

の
月
曜
日
（
休
日
の
場
合
は
火
曜
日
）
午
後

５
時
１５
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
年
金
相
談

と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
の
予
約
が
で
き
ま
す

岐
阜
県
内
の
各
社
会
保
険
事
務
所
、
岐
阜

年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
休
日
の
開
庁
日

（
毎
月
第
２
土
曜
日
）午
前
９
時
３０
分
か
ら
午

後
４
時
ま
で
と
、
毎
週
の
月
曜
日
（
休
日
の

場
合
は
火
曜
日
）
午
後
５
時
１５
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
年
金
相
談
の
予
約
が
で
き
ま
す
。

◎
予
約
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

・
少
し
の
待
ち
時
間
で
年
金
相
談
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

・
自
分
の
都
合
の
よ
い
時
間
を
希
望
で
き
ま

す
。

・
相
談
窓
口
が
混
雑
し
て
い
て
も
、
最
優
先

で
対
応
い
た
し
ま
す
。

・
あ
ら
か
じ
め
相
談
し
た
い
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
で
、
す
ば
や
く
相
談
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◎
予
約
は
来
所
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

岐
阜
南
社
会
保
険
事
務
所

岐
阜
市
市
橋
２
‐
１
‐
１５

℡
０
５
８
‐
２
７
３
‐
６
１
６
１

岐
阜
北
社
会
保
険
事
務
所

岐
阜
市
大
福
町
３
‐
１０
‐
１

℡
０
５
８
‐
２
９
４
‐
６
３
６
３

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

大
垣
市
八
島
町
１
１
４
‐
２

０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

岐
阜
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

岐
阜
市
香
蘭
２
‐
２３

℡
０
５
８
‐
２
５
４
‐
８
５
５
５

人人
権権
相相
談談
所
の
開開
設設
に
つ
い
て

人
権
相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
い
じ
め
、
体
罰
、

部
落
差
別
、
女
性
差
別
な
ど
差
別
問
題
、
家

庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、

相
続
な
ど
）、借
地
借
家
、
近
隣
間
の
も
め
ご

と
、
悩
み
ご
と
な
ど
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

ま
た
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

多多
重
債債
務務
１
１１
０
番
の
設設
置置
に
つ
い
て

県
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、
平
成
１４

年
度
の
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
少
な
い
も
の
の
、

依
然
と
し
て
多
数
の
「
多
重
債
務
」
に
関
す

る
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、

多
重
債
務
者
の
支
援
の
一
助
と
す
る
た
め
に
、

県
弁
護
士
会
、
県
司
法
書
士
会
の
ご
協
力
を

得
て
、次
の
と
お
り「
多
重
債
務
１
１
０
番
」

を
開
設
し
ま
す
。

■
日

時

９
月
２３
日
（
土
・
祝
）

１０
時
〜
１６
時

■
電
話
番
号

０
５
８
‐
２
７
７
‐
１
０
０
３

岐
阜
県
県
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

（
岐
阜
市
薮
田
南
５
‐
１４
‐
５３

岐
阜
県
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
内
）

■
相
談
料

無
料

■
相
談
対
応

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
消
費
生

活
相
談
員

■
注
意
事
項
な
ど

①
相
談
受
付
の
電
話
番
号
は
、
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー
の
番
号
と
同
じ
で
す
が
、
当

日
は
多
重
債
務
以
外
の
相
談
の
受
付
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
電
話
相
談
が
基
本
で
す
が
、
来
所
で
の
ご

相
談
も
承
り
ま
す
。
当
日
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

場 所

揖斐川町老人福祉センター

揖斐川町老人福祉センター

揖斐川町老人福祉センター

揖斐川町谷汲文化会館

揖斐川町老人福祉センター

揖斐川町老人福祉センター

揖斐川町老人福祉センター

時 間

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

相談日

９月２０日（水）

１０月２５日（水）

１１月１５日（水）

１２月１２日（火）

１２月２０日（水）

１月１７日（水）

２月２８日（水）
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９月１１日は「警察相談の日」
スローガン《警察相談 かけて安心 ＃９１１０》

緊急事件・事故以外の相談は「＃９１１０」

または警察安全相談室（０５８－２７２－９１１０）、各警察署へお電話ください。
※「＃９１１０」はプッシュ回線、携帯電話、PHSから利用できます。

★警察本部・警察署には警察安全相談担当がおり、犯罪などによる被害の未然防止に関する相談、その他安全・

平穏について相談などに応じています。

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
受
講講
者
募募
集

こ
れ
か
ら
独
立
・
開
業
し
よ
う
と
す
る
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
「
起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
開
講
日
時
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

１０
月

７
日（
土
）ＡＭ
起
業
家
の
世
界
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ＰＭ
事
業
ア
イ
デ
ア
の
創
出

１４
日（
土
）ＡＭ
眼
力
強
化
と
業
種
チ
ェ
ッ
ク

ＰＭ
事
業
完
成
イ
メ
ー
ジ
と
実
行
計
画

２１
日（
土
）ＡＭ
経
営
者
・
組
織
の
強
化
プ
ラ
ン

ＰＭ
財
政
面
で
の
事
業
計
画
チ
ェ
ッ
ク

２８
日（
土
）ＡＭ
市
場
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
化

ＰＭ
販
売
・
提
供
・
集
客
・
店
舗
の
企
画

１１
月

４
日（
土
）ＡＭ
事
業
計
画
の
磨
き
上
げ

ＰＭ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践

ＡＭ：

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

ＰＭ：

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

■
対
象

企
業
を
目
指
す
方
、
起
業
に
関
心

の
あ
る
方

■
定
員

４０
名

■
講
師

宇
治
川
一
清
氏

（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
受
講
料

５，

０
０
０
円

■
会
場

第
１
・
２
・
４
・
５
日

揖
斐
川
町
商
工
会
館

第
３
日

大
野
町
商
工
会
館

■
申
し
込
み

９
月
１
日
（
金
）
か
ら
揖
斐

川
町
商
工
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
商
工
会

℡
２
２
‐
６
１
８
５

FAX
２
２
‐
２
５
６
１

職職
業業
生生
活活
設設
計計
セ
ミ
ナ
ーー
開開
催催

■
日

時

９
月
１２
日
（
火
）

午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時

■
場

所

大
垣
市
民
会
館
南
棟
第
２
会
議
室

■
テ
ー
マ

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
設
計
に
役

立
つ
〈
年
金
〉」〜
豊
か
な
老
後

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
考
え
る
〜

■
講

師

社
会
保
険
労
務
士

高
野
芳
一
氏

■
定

員

３０
名（
先
着
順
）定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
参
加
費

無
料

■
対
象
者

４５
歳
以
上
で
在
職
者
の
方

定
年
間
近
の
方（
離
職
者
も
可
）な
ど

【
申
込
・
お
問
い
合
せ
先
】

岐
阜
高
齢
期
雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー

〒
５
０
０
‐
８
８
５
６

岐
阜
市
橋
本
町
２
‐
２０

濃
飛
ビ
ル
５
階

℡
０
５
８
‐
２
５
１
‐
８
５
５
１

絵絵
手
紙
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
教
室
開開
催催

■
場

所

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
ほ
ろ
ば

■
対
象
者

老
若
男
女
ど
な
た
で
も

■
費

用

無
料

■
定

員

絵
手
紙
コ
ー
ス
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

※
各
コ
ー
ス
先
着
１０
名（
両
コ
ー
ス
共
受
講
可
能
）

■
日

程

９
月
２１
日
（
木
）

９
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

絵
手
紙
教
室

１０
時
４５
分
〜
１１
時
４５
分

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

【
申
込
・
お
問
い
合
せ
先
】

電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
ほ
ろ
ば

℡
３
５
‐
０
０
５
８

担
当：

若
原

【警察の主な相談窓口】

相 談 窓 口 相 談 内 容 電 話 番 号

警察安全相談室 犯罪被害の未然防止や生活の安全に関する相談 ０５８－２７２－９１１０
（＃９１１０）

犯罪被害者相談室 犯罪被害による心の悩みに関する相談 ０１２０－８７０－７８３
ストーカー１１０番 ストーカーに関する相談 ０１２０－７９４－３１０

本部少年サポートセンター
ヤングテレホンコーナー

いじめ、少年非行、福祉犯の取り締まりなどに関す
る相談および犯罪被害少年への支援活動
共通フリーダイヤル
０１２０－７８３－８０２

０５８－２７４－３０００
０１２０－７８３－８００

各地区少年サポートセンター
（西濃地区）

０５８４－７８－７８３８

廃棄物１１０番 廃棄物に関する相談 ０５８－２７２－８６１５（FAX兼）
けん銃１１０番 けん銃に関する相談 ０５８－２７３－７４１０
駅施設における警察安全相談 列車内および鉄道施設における痴漢などに関する相談 ０５８－２５３－３４３５
暴力１１０番 暴力（団）に関する相談 ０５８－２７４－７４４４
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いいびびががわわママララソソンン情情報報！！
いびがわマラソンは、昨年のゲスト金哲彦さんに「日本のボストンマラソン」
と評されました。ボストンマラソンは、アメリカマサチューセッツ州で行われ
る、世界で一番古い大会（オリンピック除く）で、今年１１０回を迎えました。
“走ることを愛する人なら誰でも、一度は走って、思い出のゴールを味わいたい”
といわれるこの大会の魅力は、運営面はもとより、ボランティアの質の高さ、
そして何より、ボストン市民をあげてランナーをサポートする姿に、ランナー
誰もが心を打たれるといいます。伝統ある大会ですから、ランナーを思う心は、
親から子、子からまたその子へと繋げられ、家族が、そして地域が一つになり、ランナーを迎えているというこ
とです。
金さんは、そのボストンにいびがわが似ていると感じられたそうです。とてもありがたい事です。
みなさん、全国から集まるランナーを、あなたの心で、そして町をあげて迎えてみませんか？
事務局では、「地域応援団」と題して、ランナーを応援するみなさんをサポートします。

国民健康保険被保険者証・
福祉医療受給者証（重度心身障害者・母子家庭等）の更新について

平素は、国民健康保険制度運営、福祉医療制度にご理解ご協力をいただきありがとうございます。
さて、現在お手元の国民健康保険被保険者証は、平成１８年９月３０日が有効期限となっています。
また、福祉医療受給者証（重度心身障害者・母子家庭等）につきましても平成１８年９月３０日が有効期限です。
対象者には、更新のご案内を郵送させていただきますので、更新手続きにお越しください。
更新日時・更新場所は案内通知に記載されています。

【お問い合せ先】 揖斐川町役場住民課 ＴＥＬ ０５８５－２２－２１１１

町税などの納期限のお知らせ
８月３１日（木）は 町（県）民税（２期分）、国民健康保険税（４期分）、介護保険料（３期分）の

１０月２日（月）は 国民健康保険税（５期分）の納期限です。

納め忘れのないように、早めに納めましょう。また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに預

貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で

横断幕ありがとう！

藤橋権現太鼓
中間地点では、勇まし
い太鼓の音が響き、ラ
ンナーが後半に向かっ
て力をつけます！

あなたの心を届けましょう！

◆地域応援団大募集◆
応援の方法は、自由です。横断幕、メガホン、旗など

を友だちや家族で作っても楽しいですね。また、サーク
ルの皆さんで、踊ったり、楽器を演奏したりという応援
もいいですね。何か必要な材料があれば（大きな布・Ｂ
紙・板）マラソン事務局までご相談ください。
町をあげての応援です。みなさんのユニークな力強い

応援をお待ちしております。 事務局：０５８５－２１－３１００おばあちゃんの温かい
拍手が心を打ちます
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